
高
須
三
郎
左
衛
門
尉
景
勝
に
つ
い
て

同
時
代
史
料
を
豊
富

に
残
し
て
い
る

（
と
言

っ
て
も
比
較

の
問
題
だ
が
）

に
も
か

か
わ
ら
ず
、
謎
の
多

い
人
物

の

一
人

に
高
須
景
勝
が
い
る
。

景
勝
は
、
戦
国
時
代
末
期
の
人
物

で
、
三
郎
左
衛
門
尉
を
称
し
、
沼
隈
郡
高
須

（
現
尾
道
市
高
須
町
）

に
居
住
し
た
た
め
、

コ
局
須

」
を
名
乗

っ
た
も

の
と
推
定
さ

れ
る
。

謎
と
い
う
の
は
、
他
で
も
な
い
、
こ
の
「
高
須

」
姓
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

沼
隈
郡
高
須
は
、
中
世
前
期
、

「
備
後
国
高
洲

」
「
福
田
庄
内
高
須
社

」
と
呼
ば

れ
た
地
域

で
、
そ
の
庄
園
領
主
名
は
不
明
な
が
ら
、
鎌
倉
期
に
は
藤
姓

「
山
鹿
氏

」

が
地
頭
職
を
伝
領
し
て
い
た

（譜
録
高
洲
長
左
衛
門
盛
英
三
号
文
書

「
広
島
県
史
』

古
代
中
世
資
料
編
Ｖ
）
。
し
か
し
、
南
北
朝

の
内
乱

の
過
程
で
山
鹿
氏
の
支
配
は
動

揺
し
、
観
応
二
年

（
一
三
五

一
）

二
月
十
五
日
に
は
そ
の
地
頭
職
は
三
吉
秀
盛
に
与

え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
三
日
前

の
同
年

二
月
十
二
日
に
は
、
足
利
義
詮
下
文
に
よ

っ

て
「
備
後
国
福
田
庄
高
洲
地
頭
職

」
が
杉
原
信
平
に
与
え
ら
れ
、
以
後

こ
の
地
は
杉

原
氏
が
領
有
す
る
こ
と
と
な

っ
注

（
①

界
秋
藩
閥
閲
録
』
巻
六
十
七
一局
須
惣
左
衛
門
等
）。

杉
原
氏
は
、
本
来
府
中
市
出

口
町
の
八
尾
山
城
を
本
拠
と
す
る
国
人
で
あ

っ
た
が
、

庶
流

の
信
平
、
為
平
兄
弟
は
、
当
該
期
、
足
利
尊
氏
、
義
詮
に
味
方
す
る
こ
と
に
よ

口

っ
て
、
建
武
三
年

（
一
三
二
四
）
五
月
廿
日
、

こ
の
地

に
隣
接
す
る
木
梨
庄
、
本
郷

庄

（
尾
道
市
北
半
部

一
帯
）
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
先
述

の
よ
う
に
、

「
福

田
庄
、
高
洲
社

」
の
地
頭
職
を
も
獲
得

し
、
沼
隈
郡
西
部
に
も
勢
力
を
持

つ
よ
う
に

な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、

「
福
田
庄
高
須
社

」
の
地
頭
職
は
信
平

の
曽
孫
行
勝

一
流

の
伝
領
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
こ
に
杉
原
氏

の
有
力
庶
家

「
高
須
杉
原
氏

」
が
分
立
す
る
。

高
須
杉
原
氏

の
伝
領
過
程
は
、
前
掲

の
「
譜
録
高
洲

（
須
）
長
左
衛
門
盛
英

」
所

収

の
譲
状
に
よ

っ
て
明
白
で
あ
る
。
同
所
収

の
譲
状
に
よ
れ
ば
、
応
永
四
年

（
一
三

九
七
）
十

一
月
十
九
日
、
行
勝
は

「
備
後
国
高
冽
庄
、
同
国
竹
名

」
を
彦
五
郎
光
忠

に
譲
り
、
以
後
光
忠
か
ら
、
元
忠
、
盛
忠
と
伝
領
さ
れ
、
戦
国
初
頭
の
元
盛
に
至

っ

た
。
又
、
元
盛
の
後
も
、

「
萩
藩
閥
閲
録
」
巻
六
十
七
高
須
惣
左

工
門
書
出
等

に
よ

っ
て
そ
の
系
譜
を
委
し
く
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
高
須
景
勝

の
苗
字
の
地
と
推
定
さ
れ
る
沼
隈
郡
高
須
に
は
、
室
町
時
代

か
ら
戦
国
末
期
に
至
る
ま
で
、
杉
原
氏
の

一
族

「
高
須
杉
原
氏

」
が
本
拠
を
置

い
て

い
た
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
景
勝
を
高
須
杉
原
氏

の

一
族
と
推
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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○
杉
原
胤
平

杉
原

・
高
洲
彦
二
郎

万
福
丸

高
須
杉
原
氏
系
図

彦
太
郎

（高
洲
長
左
衛
門
盛
英
家
譜

に
よ
る
）
※
抄
録

信

平

光
信
―
―
―
光
盛

又
次
郎

為
平

（山
手
杉
原
祖
）

元
盛

（木
梨
流
）

杉
原
高
洲

杉
原

光
忠

住
備
後
国
高
洲
　
応
永
三
十
年
譲
状
有

杉
原

・
高
洲
彦
七

・
宗
左
衛
門

元
兼

杉
原

■
局
洲

元
士実

元
盛
次
男

文
禄
元
年
八
月
九
日
死

七
十

一
才

―

盛
定

寛
永
五
年
十
月
十
七
日
死
七
十
三
才

高
洲
豊
後
守

元
与

宮
川
弥
五
左
工
門

兼
貞

一局
洲
肥
前
守

一九
勝

（別
二
一
家
ヲ
建
ツ
）

宮
川
九
郎
兵
衛

元
久

宮
川
勝
之

女
　
一二
河
内
助
兵
衛
妻

女
　
田
口
宜
政
妻

死

信
|

盛
常

|

盛
景

H
重  盛
慶  直

尭 基
久  敬

高
洲
彦
五
郎

忠
勝
―
―
―

千
世
松

杉
原

・
高
洲
駿
河
守
　
　
同
又
太
郎

中
務
丞

　

杉
原

・
高
須

元
忠
　
　
　
　
　
　
　
盛
忠

永
享
八
年
七
月
十
日
譲
状
有

―

盛
忠

女
杉
原
匡
信
妻

杉
原

■
局
洲
宗
左
工
門

一死
一面

延
宝
四
年
六

期
廿
馴
相
死

女
　
下
見
太
郎
右
工
門
妻

女
　
渡
辺
七
郎
右
工
門
妻

女
　
長
治
左
工
門
就
武
妻

女
　
国
重
山
雲
守
元
恒
妻

女
　
二局
須
与
一一豆
（
壬
死
知
妻

延
徳
四
年
四
月
廿

一
日
譲
状
有

玉
法
師

ケ
ン
ユ
ク

盛
隆

左
近
允

高
洲
一至
口主
計
頭
長
左
工
門

就
久

（萩
藩
三
百
石
）

女
　
平
岡
市
郎
兵
工
就
次
妻



事
実
、
備
南
中
世
史

の
研
究

に

一
期
を
画
し
た

「
福
山
市
史
』
上
巻
も
こ
の
説
を
取

っ
て
い
る
ｃ

一

（
上
略
）
津
之
郷
小
森

の
横
山
備
中
守
は
、
景
盛

（杉
原
）

の
無
道
を
責
め
て

い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ

っ
た
の
で
、
小
早
川
隆
景
は
同
八
月
四
日
付

で
神
辺
城

の

三
奉
行

に
書
状
を
送
り
、
そ
の
所
領
中
に
は
狼
籍

の
な
い
よ
う
と
り
は
か
ら
い
を

命
じ
、
高
須
の
杉。
原．
二
郎
左
衛
門
尉
も
横
山
氏
の
た
め
に
奔
走
し
た
難
勤
家
。

（
下
略
）

」
同
書
Ｐ
二
五
〇
―

二
五

一
（
事
件

の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
。
）

し
か
し
、
こ
の
説

の
難
点
は
、
前
掲

の
高
須
杉
原
氏
の
系
図

や
史
料

に
景
勝

の
名

が
見
出
せ
な
い
点

で
あ
る
。

確
か
に

「
系
図
」
は
史
料
的
に
問
題
が
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
記
載

に
漏
れ

が

あ

る
も

の
で
あ

る
。

し

か

し
、

だ

か
ら

と
言

っ
て
、

「
系
図
」
に
全
く
記
載

の
な
い
景
勝
を
、
そ
の
苗
字
だ
け
か
ら
判
断
し
て
、
高
須
杉
原
氏
と
す
る
の
は
安
易

に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

と
言
う

の
も
、
沼
隈
郡
高
須

に
は
杉
原
氏

の

一
族
と
は
別

に
、
東
隣
新
庄
本
郷

（
現
福
山
市
本
郷
町
）
を
本
拠
と
し
た
古
志
氏
も
勢
力
を
伸
し
、

「
古
志
三
郎
左
衛

門
尉
景
勝

」
な
る
人
物
が
高
須
の
阿
草
城

に
居
城
し
た
と
い
う
資
料
も
あ
る
の
で
あ

る

（
「
備
後
古
城
記
』
等
）
。

さ
て
、

こ
の
ク
古
志
二
郎
左
衛
門
尉
景
勝

″
と

″
高
須
三
郎
左

工
門
尉
景
勝

ク
と
・

の
関
係
を
考
察
す
る
前
に
、
高
須
景
勝
に
関
す
る
史
料
を

一
瞥
し
て
お
こ
う
。

高
須
三
郎
左
衛
門
尉
景
勝

の
名
が
現
わ
れ
る
の
は

「
横
山
家
文
書
」
中

の
左
の
四

通
の
文
書

で
あ
る
。

一
、
年
欠
十
月
廿
日
付
高
須
二
郎
左
衛
門
尉
景
勝
書
状

二
、
同
十

二
月
廿
八
日
付
同
人
書
状

三
、
同
八
月
四
日
付
小
早
川
隆
景
書
状

（
高
三
左
宛
）

四
、
同
十

二
月

一
日
付
同
書
状

（高
三
左
宛
）

こ
の

一
連

の
文
書
は
、
備
南
戦
国
史

の
裏
面
を
語
る
も
の
と
し
て
古
来
有
名
な
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
天
正
十

一
年

（
一
五
八
三
）

の
神
辺
城
主
杉
原
氏

の
内
証
に

際
し
て
、
毛
利
氏
は
杉
原
氏
討
滅
を
含
む
強
い
姿
勢

で
臨
む
こ
と
に
な
る
が
、
杉
原

氏

の
重
臣

で
あ
っ
た
横
山
備
中
守
は
、
自
家

の
存
続
の
た
め
早
い
時
期

か
ら
毛
利
氏

側

の
小
早
川
隆
景
、
吉
川
元
春
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
主
家
杉
原
氏
の
向
背

に
か
か

わ
ら
ず
所
領

の
安
堵
を
謀

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
仲
介
を
し
た
人
物

こ

そ
が
、
本
稿

の
主
題
高
須
二
郎
左
衛
門
尉
景
勝
そ
の
人
で
あ

っ
た
。

「
伝
記
は
そ
の
人
自
ら
に
語
ら
せ
よ

」
と
は
、
歴
史

の
鉄
則
か
ど
う
か
定
か
で
な

い
が
、
こ
の
四
通
の
文
書

の
内
、
本
稿
で
検
討
し
た
い
の
は
、
　
２

）
の
年
欠
十
月

十
日
付
高
須
景
勝
書
状
で
あ
る
。
今
ま
で
見
落
さ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

文
書

の
中
で
景
勝
自
身
が
自
己

の
出
自
を
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（読

み
下
し
）

尚
々
毎
事
被
御
　
　
　
　
　
　
　
　
尚

々
毎
事
御
心
付
け
せ
ら
れ

心
付
御
懇
之
段
　
　
　
　
　
　
　
　
御
懇
の
段

難
申
尽
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
尽
く
難
く
候

末
宗
に
も

一
入
被
心
付
　
　
　
　
　
末
宗

に
も

一
人
心
付
け
せ
ら
れ

御
た
の
も
し
き
之
由
、
我
筈
　
　
　
御
た
の
も
し
き

の
由
　
我
等

相
心
得
候

て
可
申
之
由
候
　
　
　
　
相
心
得
候
て
申
す

べ
き
の
由

に
候

返
々
こ
こ
も
と
之
儀
、
無
正
儀
　
　
返
々
こ
こ
も
と
の
儀
　
正
義
な
き
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候
条
、
外
実
無
曲
候
、
何
も

可
申
候
　
か
し
く

態
々
預
御
音
状
拝

見
候
、
従
末
宗
御

意
信
共
候
哉
、
内
々

御
懇
之
由
、
被
申

事
候
　
是
豊
清

被
申
談
候
辻
　
於

有
御
入
魂
之

段
御
憑
敷
存
候

将
又
弥

八
郎
殿

御
母
儀
　
御
遠
行

之
段
　
不
申
入
候
、
必
々

可
得
御
意
所
存
候

次
　
古
志
家
来
　
立
神

二
郎
右
衛
門
　
花
安
新
蔵

夜
前
罷
過
候
趣

為
如
何
儀
候
哉

族
儀
侯
条
　
不
是

非
及
候
　
何
被

御
心
付
候
者
　
可
畏

入
候
　
毎

々
無
音
申

候
の
条
、
外
実
曲
な
く
候
　
何
れ
も

申
す

べ
く
候
　
か
し
く

態
々
御
音
状
に
預
り
拝
見
候

末
宗
よ
り
御
音
信
共
侯
哉

内

々
御
懇

の
由

申
さ
る
事

に
候

是

に
豊
清

申
し
談
ぜ
ら
れ
候

の
辻

御
入
魂
有

る
に
於

て
の
段

御
憑
し
く
存
じ
候

母
驚
弥
八
郎
殿

御
母
儀
　
御
遠
行

の
段

申

し
入
れ
ず
候
　
必
々

御
意
を
得

る
べ
く
所
存
に
候

次
　
古
志
家
来
　
立
神

二
郎
右
衛
門
　
花
安
新
蔵

夜
前

に
罷
り
過
ぎ
侯

の
趣

如
何
な
る
儀
に
候
哉
　
毎
事

族

の
儀

に
候

の
条
　
是
非

及
ば
ず
候
　
何
れ
も

御
心
付
ら
れ
侯
ば
　
畏
み
入

す

べ
く
候
　
毎
々
無
音
申
し

御
心
中

口
惜
候
　
　
　
　
　
　
御
心
中

国
惜
候

猶
従
是
可
申
入
候
　
　
　
　
　
猶
是
よ
り
申
入
る
べ
く
候

恐
々
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
謹
言

拾
月
廿
日
　
一局
須
三
郎
左
衛
門
尉景

勝

（花
押
）

横
山
九
郎
左
衛
門
尉
殿

ま
い
る

御
返
報

こ
の
文
書
は
、

「
態
々
御
音
状

に
預
り
拝
見
候

」
と
あ
る
よ
う
に
横
山
九
郎
左
衛

門
尉

の
書
状
に
対
す
る
景
勝

の
返
状
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
本
文
十
三
行
目

の
「
次
、

古
志
家
来

」
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
景
勝
は
、
新
庄
本
郷
大
場
山
城
主
古
志
氏
の
家
臣
の
動
向
を
横
山
氏
に
報

じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、

「
毎
事
族
儀
候
条
、
不
是
非
及
侯

」

注
②

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
毎
事
族
儀
に
候

の
条
、
是
非
に
及
ば
ず

」
と
は
い
か
な
る
意
味
か
。

「
族
」
と
は

同
族
、　
一
家
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
文
脈
か
ら
こ
の

「
族
」
は
、

前
の
「
古
志

」
氏
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
で
、
こ
こ
で
景
勝
は
自
身
古
志
氏
の

一

族

で
あ
る
と
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

景
勝
が
古
志
氏
の

一
族

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
文
書

の
前
半

に
あ
る
、

「
定

に
豊
清

申
し
談
ぜ
ら
れ
候
辻
云
々

」
の
文
意
も
生
き
て
く
る
。

「
豊
清

」
と
は
、

「
水
野
記
』

を
ひ
も
と
く
と
、
天
文
年
間
、
新
庄
各
村

（本
郷
、
今
津
、
東
、
西
村
）

の
寺
社
を
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一燿

一傷あ
Ｉ
ｔ
一

一ガ
お，

一
，

ス
一
‐‐―‐‐‐‐‐‐‐

■
＝

冊

一″選

再
興
し
た

一
古
志
豊
清

一
に
あ
た
り
、
誓
生
古
志
氏
〓
慈
領
で
あ

（́
た
人
知
と́
を
ｔ

さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
景
勝
は
、

こ
の
文
書

の
中

で
横
山
氏
が
古
志
豊
清
以
来
入

魂

の
間
柄
で
あ

っ
た
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
以
下

の
意
味
も
よ
く
通
る
し
、
ぼ
．

故
横
山
氏
が
そ
の
存
亡

の
危
機

に
あ
た

っ
て
景
勝
を
頼
み
と
し
た
か
も
よ
く
理
解
で

き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
高
須
景
勝
は
、
従
来
言
わ
れ
て
来
た

「
高
須
杉
原
氏

」
で
は
な
い
こ
と
を
、

彼
自
身

の
口
を
借
り
て
論
証
し
て
来
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
問
題
が
全
で
解
決
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
高
須
を
名
字
と
し
て
来
た
杉
原
氏
と
古
志
氏
か
ら
分

立
し
た

「
高
須
景
勝

」
の
間
柄
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。

こ
こ
に
も
尽
せ
ぬ
郷
土
史

の
謎
が
横
た
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
又
、
別
の
機
会

に
述

べ
る
と
し
て
、

今
回
は
こ
こ
で

一
ま
ず
筆
を
置
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

注
①
三
吉
氏
、
杉
原
氏
の
「
高
須

（諸
）

」
地
頭
職
は
各
々
「
半
分
地
頭
職

」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
以
後
三
吉
氏
の
名
は
消
え
、
杉
原
氏

一
族
が

「
高
須
杉
原
氏

」
と
し
て
現
わ
れ
て
来
る
の
で
、
こ
こ
で
は
杉
原
氏
が

「
高
須

」

の
支
配
権
を
手
中

に
収
め
た
も
の
と
判
断
し
て
、
話
を
進

め
て
行
き
た
い
。

注
②

「
広
島
県
史
」
古
代
中
世
資
料
編
４
所
収

「
横
山
家
文
書
』
で
は
、

こ
の
部
分

を

「
毎
事
難
儀
侯
条

」
と
読
ん
で
い
る
が
、
原
本

（
写
真
参
照
）
を
見
る
と
、

到
底

「
難

」
と
は
読
め
な
い
。

『
福
山
市
古
文
書
調
査
記
録
集
」
が
読
む
よ
う

に
「
族

」
と
読
む
方
が
妥
当
で
あ
る
。

年不詳 10月 20日 付 高須二郎左衛門尉景勝書状 (横山家文書 )

下段右か ら5行 日に「 族儀候条 」とある。
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「
備
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後
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収
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櫓
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